
ビタミンCを中心とした農村婦人の

栄養状況について

菊地亮也＊ 竹村睦＊＊ 池野光子＊＊＊

冬期間中のビタミンC摂取彙を中心に，農山村におけ

る，農村婦人の栄養状況を調査し，併せて経年変化を検

討したものである。

I 調査対象および調査期日

調査対象は秋田県湯沢市高松地区の農村婦人， 20代 1

名， 30代10名， 40代8名の19名を，昭和47年2月3日に

調査をした。

:n: 調査内容および方法

栄養摂取蓋，食品群別摂取温は，個人の摂取した全食

事を買上し，秤量のうえ，調理変化係数により原食品に

換算し，食品成分表により集計した。さらに買上した全

食事をミキサーし，乾式灰化のうえ，塩酸処理をし，ナ

トリウム，カリウムは炎光法，鉄，マグネシウム，マソ

ガ‘ノ，銅は原子吸光法で分析をした。

血液性状は，全血総ビクミンC(DNP法），ヘモグ

ロビン（シアンメトヘモグロビン法），血清総たん白（日

立屈折計），赤血球数（自動血球計算器）を測定した。

m:結果

調査結果については，同地区の前年同月に実施した調

査結果1)と比較してみる。

栄養摂取量ではビクミンC (VC)が下回ったほか

は，ほとんどの栄養素とも摂取向上がみられた。ミネラ

ル分折値では食塩，カリウム，マグネシウム，マンガソ

が前年より下回り，銅の摂取量が多くなった。

表 1 栄養摂取量，栄養比率および食品群別摂取蓋 (I人 1日当たり） N=19 

栄 養 摂 取 葦

熱量 たん白 カIレシ リン 鉄 ビ ク ミ ン／

動たん9［口9 質9 質 ウム
mg A I.u.| BI mg| B2 mg | c mg Cal g 訊g mg 

M 2138 84 32 38 364 586 1200 18 1783 
戸) 1. 032 7 1.20 113 

S.D. 512 23 19 19 79 200 287 6 1228 0. 0.42 58 

ネ ラ Iレ （分析値） 栄 養 比 率 ％ 

I I 
カリ I I マグネ I マン／ I 

食塩9ウムg 鉄mgシウム叩ガン訊， 銅ng互：リ旦箆I璽ロリ一覧l警ロリ＿唇詈ロリー甕I動たん比

M 18.9 I. 5 18.4 211. 7 6.3 5.0 15.7 15.4 69.6 57.2 36.1 

S.D. 9.3 0.9 6.1 74.2 1.8 6.5 2.0 5.3 5.2 9.7 14.3 

食品群別摂取量 9

穀 類 いも類砂糖類菓子類油脂類癸＇羞閾緑黄色言畠停竺果実 1海草魚介類日『卵類牛乳

総盤米飯小麦類 （みそ）野菜けもの）類 1類生物＼尉魯肉類

M I 807| 794 13148 31 301 5 (::;,9 (12:;4|86: 5：二 1241 10|42 

＊秋田県衛生科学研究所食品栄養科
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栄養比率では，たん白質，脂肪，糖質カロリー比がほ また．食品群別摂取量については，いも類，菓子類，

とんど変らず，穀類カロリー比が少なく，動たん比が多 緑黄色野莱，魚介類，牛乳が増え，その他の野菜，肉

くなっている。このことは栄養摂取量が多くなったこと 類，卵類が減少しており，一般食生活で，魚介類が少な

と，併せて，栄養の質的内容が向上しているものと考え くなり，肉，卵，乳類の増加パクーンと若干異にした変

られる。 ｀ 容がみられた。

表2 ビクミンC給源食品の摂取量と血中総ビクミンC量
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＊米は米飯量他は N=!9 
原食品換算
砕こんにゃく類除く

冬期間山村のVCの給源について，最も多いものは，

その他の野菜（つけものを含む）でvc給源食品群の63
％，摂取量357gで， VC摂取量の46％を占めている。

次に，有色野菜，果物の摂取量はほぽ同じ比率である

が， VC摂取量は有色野菜が40％を占めている。

vc総摂取量は全食品から113叩摂取している。 普通
調理によるVC損失を50％とすると， 62町の摂取量にな

る。しかし秋田県山村の場合，最も多く摂っている，そ

の他の野菜は，前年秋に収穫された貯蔵野菜と，つけも

の，塩蔵および乾燥山菜などが主であり， vc減少率
は，かなりあるものと思われる。全食事中の摂取時点の

* 1 : * 2 r =0.4138 o.os<P<o.1 

血中総vcは前年同期/l)().78町％より低<,0.55町％
で正常vc濃度2)o. 7~1.5欝9％の下限より低値を示して
いる。

VC摂取量と血中vc量の関係は有意な相関は認めら
れなかった (o.os<P<o.1)。

表3 血液性状および血圧値

叩 巧919LI倫嚢1：：i；:ヽ
M I3.8』•05367.8 424.51 1.01 
S.D.I o.9I0.0015I 0.41 34.91 0.051 11 

84 

，
 

VC量が今後の課題である。
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血液性状は，いづれも前年同期より上回っており，栄

養摂取向上と同じ傾向を示している。

本調査は名古屋大学との共同調査研究によるものであ

る。
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